






Practical Training for Fourth-Year Students Undergoing a Training of a Certified 
Social Worker in a Hospital
―Four Years of Experience at Japan Women’s University―
Terukazu AKAZAWA
本論文の目的は、4 年次に病院で社会福祉士の実習を行った学生に対する実習指導経験を整理するこ
と、および 3 年次に実習を行う学生と比較可能なデータを検討することである。対象は、2014 年度か





















































移行に伴い、4 年生と 3 年生が同時に実習を行い、


















2014 年度から 2017 年度に 4 年次で実習を行う
ため、前年度の 3 年次から実習に向けた社会福祉
援助技術演習、および実習指導の履修がはじま
る。4 年間合計の 3 年次在籍者数は 377 名であり、
1 年度平均 94.3 名であった。そのうち実習履修者
は 101 名、1 年 度 平 均 25.3 名、 実 習 履 修 率 は
26.8% であった。
実習履修者 101 名のうち医療福祉分野での実習




























3 年前期 3 年在学者数 377
3 年前期 実習履修者 101





3 年後期 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅰ履修 20
4 年前期 社会福祉援助技術現場実習指導Ⅱ履修 20
単位未認定・実習依頼中止（n=2）
4 年通年 社会福祉援助技術現場実習履修 18
実習中止（n=1）





















































































































は、2014 年度から 2017 年度内における依頼回数














許可病床数 平均±標準偏差 533.0 ± 292.0
































































学生 17 名が 25ヵ所の実習先病院に対し作成し

















実習日数 平均±標準偏差 25 ± 1
実習時間 平均±標準偏差 187 ± 6



































帰校日指導時間（分） 平均±標準偏差 81.6 ± 3.9
巡回指導時間（分） 平均±標準偏差 90.4 ± 37.2























実習は 1ヵ所で行った学生が 1 名多く、学生あ
たりの平均は実習日数 25 日、実習時間は 187 時
間、実習通勤時間は片道 49 分であった 8）［11-
16］。学生全員の総実習日数 419 日に対する欠席









61 回、巡回指導総回数は 27 回であった。また、
帰校日指導総時間 4961 分（82 時間 41 分）、巡回
指導総時間 2215 分（36 時間 55 分）、巡回指導移
動往復総時間 3524 分 9）（58 時間 44 分）であった。
実習指導・実習を行うにあたっては、社会的スキ
ルの獲得（高梨 2016; 塩田 2017）、時間的負担（福































































帰校日指導 * ⅰ 巡回指導 * ⅱ
n % n %
実習指導者との指導上の関係の持ち方 24 9.6 9 8.2
利用者やその家族とのかかわり方 3 1.2 0 0.0
職員とのかかわり方 1 0.4 1 0.9
他の実習生とのかかわり方 0 0.0 0 0.0
実習目的の確認 34 13.6 16 14.5
実習プログラムの確認 54 21.6 24 21.8
不足する知識・技術への対応 51 20.4 21 19.1
モチベーションの低下への対応 4 1.6 0 0.0
学生の個人的に抱えている課題への対応 34 13.6 19 17.3
実習記録の書き方の指導 33 13.2 14 12.7
学生が抱えるストレスへの対応 12 4.8 5 4.5
* ⅰ 帰校日指導内容総数 250






























































































* ⅰ巡回指導は 25ヵ所で 27 回行なった





評価点 * ⅰ 平均±
SD* ⅱⅲA（%） B（%） C（%） D（%） E（%） NA（%）
専門職としての倫理を身につけて
いる
14（56.0） 8（32.0） 3（12.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.4±0.7
仕事上の責任を果たす 16（64%） 5（20.0） 2（8.0） 2（8.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.4±0.9
積極的・主体的に学習をすすめる 15（60.0） 8（32.0） 0（0.0） 2（8.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.4±0.8
指導をまじめに受け止める 24（96%） 0（0%） 1（4.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.9±0.4
施設・機関の目的及び機能を理解
している
13（52.0） 10（40.0） 2（8.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.4±0.6
施設・機関が地域社会において果
たすべき役割を理解している
12（48.0） 10（40.0） 3（12.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.3±0.7
利用者を理解しニーズを把握して
いる
10（40.0） 10（40.0） 5（20.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.2±0.7
利用者と適切にコミュニケーショ
ンがとれる
4（16.0） 4（16.0） 3（12.0） 0（0.0） 0（0.0） 14（56.0） 4.0±0.8
個人または集団に対して適切な援
助ができる
3（12.0） 5（20.0） 3（12.0） 0（0.0） 0（0.0） 14（56.0） 4.0±0.7
適切な記録が書け、整理・保管・
活用している
15（60.0） 7（28.0） 2（8.0） 0（0.0） 0（0.0） 1（4.0） 4.5±0.6
自分自身の性格・行動傾向につい
て、よく自覚し洞察している
9（36.0） 11（44.0） 5（20.0） 0（0.0） 0（0.0） 0（0.0） 4.1±0.7
施設・機関の職員やボランティア
と良い協力関係を作っている
15（60.0） 3（12.0） 5（20.0） 0（0.0） 0（0.0） 2（8.0） 4.4±0.8
* ⅰ A： 非 常 に す ぐ れ て い る、B： や や 優 れ て い る、C： ふ つ う、D： や や 劣 る、E： か な り 劣 る、NA（No 
Answer）：評価できない・評価に該当しない
* ⅱ A：5 点、B：4 点、C：3 点、D：2 点、E：1 点、NA：欠損値とした



































MSW 内定者のみで見た場合は 85.7% であった 10）
［11-23］。精神保健福祉士は卒業後の進路に関わ






















評価点 * ⅱ 平均±
SD* ⅲ1（%） 2（%） 3（%） 4（%）
専門職としての倫理を身につけた 0（0.0） 1（5.9） 10（58.8） 6（35.3） 3.3 ± 0.6
仕事上の責任を果たす 0（0.0）  2（11.8）  3（17.6） 12（70.6） 3.6 ± 0.7
積極的・主体的に学習を進めた 1（5.9）  2（11.8） 10（58.8）  4（23.5） 3.0 ± 0.8
指導を真面目に受け止めた 0（0.0） 0（0.0）  4（23.5） 13（76.5） 3.8 ± 0.4
施設・機関の目的及び機能を理解した 0（0.0）  2（11.8） 10（58.8）  5（29.4） 3.2 ± 0.6
施設・機関の社会に対する果たすべき役割を理解
した
0（0.0）  4（23.5）  9（52.9）  4（23.5） 3.0 ± 0.7
利用者を理解し、ニーズを把握している 1（5.9）  4（23.5） 10（58.8） 0（0.0） 2.6 ± 0.6
利用者と良い対人関係をつくることができた  6（35.3）  6（35.3）  3（17.6） 0（0.0） 1.8 ± 0.8
個人または集団に対して適切な援助をおこなった 10（58.8）  3（17.6）  2（11.8） 0（0.0） 1.5 ± 0.7
適切な記録を作成し、整理・保管・活用した 0（0.0） 1（5.9） 11（64.7）  5（29.4） 3.2 ± 0.6
自分自身の性格や行動傾向についてよく自覚し、
洞察できた
0（0.0）  3（17.6） 11（64.7）  3（17.6） 3.0 ± 0.6
施設・機関の職員やボランティアと良い関係を結
ぶことができた
0（0.0）  3（17.6）  9（52.9）  5（29.4） 3.1 ± 0.7
総合評価 0（0.0） 1（5.9） 16（94.1） 0（0.0） 2.9 ± 0.2
* ⅰ 学生が記入、実習室へ実習ノートの一部として提出するものだが未提出 8ヵ所あり
* ⅱ 1：ほとんどできなかった、2：あまりできなかった、3：ほぼできた、4：十分



























職種 職種 n %
病院 MSW 14 82.4
介護老人福祉施設 介護職 2 11.8
民間企業 一般職 1 5.9
内定病院背景
（n=14）
項目 小項目 n %
許可病床数 平均±標準偏差 596.0 ± 344.3







































た。今後の課題として、4 年次実習と 3 年次実習
のデータを比較することがあげられる。そのため


















































































































































































































3 月 1 日以降、選考活動は卒業年度の 8 月 1 日以
降とした。翌年改訂され、2017 年度入社以降の大

















であり、1 人あたり 60 分程度で行っている。
 6） 経路は YAHOO JAPAN 路線情報を用いた。検索
条件は、各学生の事前面接実施日、時間は 1 時限









 8） 前掲 6）と同様の方法を用いた。検索条件は各学
生実習初日、到着時間は各学生の実習開始時間 15
分前に間に合うように指定した。
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